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呼吸器感染症に対 する,Ceftizoximeの 臨床的検討

伊 藤 亜 司 ・小 山 光 紀 ・加 藤 政 男 ・荒 井 僧 吾 ・滝 沢 茂 夫

竹田綜合病院呼吸器科

新しい セフアロスポ リン系抗生物質Ceftizoximoを 呼吸器感染症15例 に投与 し,そ の臨床効果およ

び副作用について検討を行 なった.対 象疾患は肺炎10例,慢 性気管支炎2例,肺 化膿症,中 葉症候

群,お よびけい肺2次 感染症各1例 で,全 例1回1g,1日2回,5% glucose 100mlに 溶解 し,点

滴静注を行なった。

Ceftizoxime投 与による臨床効果は有効9例,や や有効1例,無 効4例,判 定不能1例 であった。

副作用は1例 において投与2日 目から薬疹が出現 したが,投 与中止に より改善 をみた。 また2例 にお

いて本剤投与後 トランスァ ミナーゼの上昇が見 られたが,投 与中止に より正常値に復 した。

以上の成績によ り,呼 吸器 感染症に対す るCeftizoximeの 有効性が認め られた。

藤沢薬品工業株式会社で新 しく開発 され た注射用 セファロス

ポ リン系抗生物質Ceftizoxime (CZX, FK749)に つき 臨床 的

検討を行なったのでその成績 を兼告す る.

1. 対象および方法

対象は昭和54年2月 か ら6月 まで当院呼吸器科病棟に

入院した呼吸器感染症15例 で,疾 患構成は肺炎10例,慢

性気管支炎2例,肺 化膿症,け い肺2次 感染症,お よび

中葉症侯群の各1例 である。年令は24才 か ら75才,平 均

56.5才,男8例,女7例 である。

検討症例の基礎疾患としてはTable1に 示 した よう

に,症 例2で 肺癌,症 例3で 肺癌お よび糖尿病,症 例6

で肺気腫,き症例11で 気管支喘 息,症 例13で けい肺結核,

および症例15で けい肺症がそれぞれみられた。また症例

8で はペニシリンアレルギーの既往が,症 例12で は薬剤

は不明であるが,ア レルギーの既往が,症 例10で は魚 ア

レルギーの既往がそれぞれ認められた。

本剤の投与方法は1gを5% glucose 100mlに 溶解

し,孔 日2回,綿1時 間かけて点滴静注を行なった。投

与期間は2週 間を原則 としたが,薬 疹のため2日 間で中

止したものから最高21日 間まで,平 均13.8日 間であっ

た。本剤投与前に他の抗菌剤に よる治療を受けていたの

は6例 あ り,い ずれも無効のためCeftizoximeに 切 り

替炊 も0黛 るρその鱗 はSBPC 10g/日(症 例14,

15),ABPC 6g/日(症 例2), CBPC 15g/日+ AMK

400mg/日(症 例3), AMK 400mg/日(症 例4)お よ

びST漁 剤4錠/日(症 例1)で あった。 なお,本 剤の

投与中,肺 癌に合併 した肺炎(症 例2)お よび症例4に

おいてAMK 400mg/dayの 併用を行 なった。

本剤投与前に皮 内テス トを実施 し,全 例が陰性である

ことを確認 した後 に本剤を投与 した。

II. 効果判定基準

自 ・他覚的症状,胸 部理学的所見および胸部X線 像の

改善の程度に,細 菌学的効果 を加味 して臨床効果の判定

を行ない,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階に分類

した。

III. 臨 床 成 績

Ceftizoxime投 与後の臨床成績はTable 1に 示 した。

全15例 での成績 は,有 効9例,や や 有効1例,無 効4

例,お よび判定不能1例 であった。

疾患別 にその効果 をみると,肺 炎10例 中有効8例,無

効2例 で,肺 癌に合併 した肺炎例ではABPC 6g/日 を

3日 間投与にて無効のため本剤2g/日 とAMK400 mg /

日の併用を行い,有 効 であ った。無効であ った症例4は

本剤投与前にS.pneumoniaeが 分離され 投与中　S.

aureusに 菌交代をみた ものであ る。 肺癌と糖尿病の基

礎 疾患に肺化膿症 を併発 した症例3で は無効であった。

慢性気管支炎2例 中1例 有効で他の1例 は投与前起炎菌

としてP・aeruginosaが 分離 されてお り,本 剤り効果

はやや有効で あった。 けい肺症の2次 感染例 で も P.

aeruginosaが 検出されてお り,無 効であった。 中葉症

候群の症例12は,本 剤投与後の薬疹のため2日 間で中止

し たので効果 判定 を留保 した。

投与前分離菌別 に細菌学 的消長をみてみ ると,グ ラム

陰性桿菌のE.coli, KlebSiella, H.inifluenzaeは 消失

し,P.aeruginosaは 存続 した。グ ラム 陽 性球菌 の
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Table 1. Therapeutic effect of Ceftizoxime on

N. D.: Not determined
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respiratory, tract infection
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Table 2 Laboratory findings before and after

*( ): Normal range

Table 3 Laboratory findings before and after
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treatment with Ceftizoxime (1)

treatment with Ceftizoxime (2)
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S. Pneumomiaeは 存統,も し くはS. aureus, Acineto-

bacterへ 菌交 代 し, S. aureusの1例 では 菌 消 失 した。

本 剤 投 与前 に 喀痰 か ら分 離 され た 菌 別 に投 与 後 の臨 床

効果 を検 討す る と,投 与 前 菌が 不 明,も し くは 検 出で き

なか った6例 と効 果 判定 を留保 し た1例 を除 く8例 で

は,E. coli. Klebsiella Pneumomiae, Haemophilus

influengaeの グ ラ ム 陰 性 桿 菌各1例 で は有 効 で, P. 

aeruginosaの1例 はや や 有効 であ り,い っぽ う,グ ラ

ム陽 性 球 菌が 検 出 され た3例 中Streptococcus pneum-

oniae 2例 中1例 有効・他の1例 は無効であ り, StaPh-

ylococcus aureus 1例 は有効であった。 Pseudomones

aeruginosaとStreptecoccus Pseumoniaeの 混合感染例

は無効であった。

以上の臨床的効果お よび細菌学的消畏からみ て, Ce-

ftizoximeはHaemoPhilus inffiuenzaeを 含む グラム陰

性桿菌をはじめ,グ ラム陽性球菌が原因の呼吸器感染症

において,充 分その臨床効果が期待 しうると思われた。

IV. 副 作 用

副作用は患者の状態,症 状およびTable2, Table3

に示 したよ うに,腎 機能,肝 機能,電 解質,末 梢血液像

について投与前,投 与後3日 目,7日 目,14日 目にそれ

ぞれ検索 を行なった。

症例12に おいて投与開始2日 目に全身に薬疹が出現 し

たため本剤の投与 を中止す るとともに,,ミ ノ フ ァーゲ

ン,グ ルタチオン,抗 ヒスタミン剤の対症治療を行なっ

た。その後7日 目に発疹は まった く消失 した。本症例は

投与前か ら好酸球数が6%と やや高 く,ま た薬剤名は不 .

詳なが らもア レルギーの既往がみ られていた。 しか し,

肝機能 その他検査値には影響はなか った。

また症例15で 本剤投与14日 目に5-GgTが32U/叫 弁

ら146U/mlへ, S-GPTが12U/mlか ら57U/mlへ. Al

-Paseが5.9 K . A. U/mlか ら15.0K. A. U/mlへ と上昇

したが,投 与 中止後肝庇護剤の投与によ り1週 間後に正

常値に復 した。AMK400mg/日 を4日 間併用 した症例

4でAl-PaseとBUNの 上昇が認められたが,本 剤に

よる変動か否かは不明である。

その他の症例においては,基 礎疾患が原因と考えられ

る変動(症 例2,3の 末梢血液像)あ るいは生理的動揺

範囲と考冬与れる変動以外に血液所見,腎 機能検査など

に影響はみられなか った.

V. 考 察

Ceftizoximeは従 来のセファロ スポリン 抗生物質に

比 べて,グ ラム陽性菌はもちろん グラム陰性菌に対して

も同等 もしくはそれ以上の抗菌力を有 し,と くにHae-

mophilus influsnzae,イ ン ドール陽性Proteus, Pse-

udomonas aeruginosa, KlthSiella pneumniaeな どの

病原菌に対 して優れ た抗菌力を有 している1, 2)。

近年の呼吸器感染症の病原菌は以前 とは様相 を具にし

て来てお り, Haemopilus influenzaeは 慢性気管支炎

においての病原性は当然のこ となが ら,急 性肺炎の病原

菌 として占め る割合 も増加 し て い る.ま たPretas, 

Pseudotnenas aeruginosa, Klebsiellaな どの グラム陰

性菌によると思 われ る肺炎 も増加の一途 を辿 っているこ

とから,こ れらの菌に対 して強い抗菌力を有するCeft-

izoximeの 登場は意義深い と考えられる.今 回われわれ

は呼吸器感染症15例 に対 しCeftizoximeの 投与を行な

い,前 述のよ うな成農 を得たが,全 例の投与量を1日2

gに 抑えたに もかか わらず,15例 中9例 に有効性が認め

られ た。 したが って,一 般の細菌性肺炎に対しでは1日

29の 投与量 で充分であると思われる。 また肺化膿症

慢性気管支炎,混 合感染症 の症例では1日2g
,4)投与で

無効例が多か ったが,こ れ らの症例 では前述 したように

本剤投与前に強力な抗菌剤治療が実施 されたが効果が得

られなかったも のであ り,今後 この ような症例に対して

は増量によ り有効例が増す ことも考 えられる。

副作用に関し ては,発 疹1例 と一過性の肝機能障害2

例の3例 に昇 られたが,今 後 さらに増量 した場合,あ る

いは投与期 間を延長 した際には,充 分 な注意が必要かと

思われる。
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CLINICAL EVALUATION OF CEFTIZOXIME IN RESPIRATORY 

TRACT INFECTION
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Ceftizotime (CZX, FK 749), a new parenteral cephalosporin antibiotic, was used in 15 cases with respira-

tory tract infections. 

Ceftizoxime was administered to 10 cases of pneumonia, 2 cases of chronic bronchitis, and each one case 

of lung abscess, secondary infection of pulmonary silicosis and middle lobe syndrome, in the dose of one 

gram twice a day by intravenous drip-infusion dissolved in 100 ml of 5% glucose. 
Out of 14 cases who were evaluated clinical effectiveness, nine cases were good, one case was fair and 

4 cases were poor. 

Exanthema was found in one case with middle lobe syndrome, and it was disappeared after discontinuing 

the administration of the drug. A transient elevation of transaminase in two cases was also restored to normal 

values after discontinuing the administration of the drug. 

Ceftizoxime seemed to be useful cephalosporin antibiotic in the treatment of respiratory tract infections.


